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はじめに
1911年のモンゴル独立宣言をめぐって，1915年にロシアと中国，モンゴルの三者間で「キャフタ
条約」が結ばれ，外モンゴルの「自治」が確定された。それにより，モンゴル民族の主な分布地であ
った外モンゴルと内モンゴルが政治的に分断された。その後第二次世界大戦終了までモンゴルは数十
年にわたって，複数の大国勢力の政治的支配と文化的影響を受けてきた。外モンゴルは1921年の社
会主義革命によって事実上中国から独立し，ソ連の政治的影響下に入った。それに対し，独立が果た
せなかった内モンゴル側は中国の支配下に入り，1930年代初めから東部が満洲国（1932～45）の一部，
西部が「蒙疆政府」（「徳王政府」1936～45）の一部となり，現在の内モンゴル自治区に該当する地帯は
ほぼ日本軍の支配とその影響下にあった。
こうした国際情勢を背景にモンゴルにも西洋近代文明の影響が及び，言語の近代化が始まった。そ
れがまずそれまでのモンゴル語になかった近代的な概念を表す用語や新しい名詞術語としての近代語
彙の導入や統一，普及をめざした辞書の作成などによる言語の規範化に見られた。しかし，それはモ
ンゴル語全体にわたる統一や規範ではなく，あくまでもそれぞれの政治的支配範囲内に限るものだっ
た。例えば1941年に，満洲国ではモンゴル語になかった抽象的名詞を日本語の辞書から抜き出して
翻訳した『新名辞字典』が出版された。1942年には中国語からの翻訳による政治，行政，経済用語
集としての『蒙訳名辞選輯』が南京で出された。「蒙疆政府」でも新聞にモンゴル語の「新語欄」が
設けられ，満洲国でつくられた訳語とは異なるモンゴル語新語がつくられたほか，通称「徳王辞典」
と呼ばれたモンゴル語辞典が編纂された。
20世紀初期の外モンゴルでは内モンゴル側と共通の漢語からの直訳語が多く使われていたが，
1911年以降はロシアで教育を受けたブリヤートモンゴルの知識人などが編集したモンゴル語の定
期刊行物や教科書などによってそれが徐々に改善された。社会主義革命後のモンゴル人民共和国では
ロシア語を介しての名詞術語が急増し，1941年には伝統的なモンゴル文字をキリル文字に換えるこ
とが定められた。話しことばに近い書きことばの導入により，話しことばに基づく正書法をつくりあ
げたという意味で，この文字改革は，モンゴル語における「言文一致」を果たした。それはモンゴル
民族の言語的近代化のための画期的な一歩だったが，結果的に，モンゴル人民共和国と中国側のモン
ゴル語書きことばの違いを，近代語彙のレベルを越えた文字と文体のレベルにまで拡大させた。
しかし，第二次世界大戦終了後，国境両側のモンゴル人による政治的統合の志向により，こうした
状況に急激な変化が生じた。終戦当初，内モンゴル側はモンゴル人民共和国の名詞術語，文学などを
定期刊行物に掲載することにより徐々に導入したが，中華人民共和国成立後はモンゴル人民共和国の
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出版物を再版することなどにより，モンゴル人民共和国の新しい書きことばを体系的に導入するよう
になった。それに，内モンゴルでは終戦後から自主的に学ばれていたキリル文字（新文字）も1955年
からは自治区政府により公式に導入された。こうした状況が1950年代後期まで続き，その後は中国
の民族政策と中ソ，中モ関係の悪化によりモンゴル人民共和国の文化的影響自体が内モンゴルでは政
治問題となり，大きな方向転換を迫られるようになった。しかし，その時点で内モンゴルにおける
「現代モンゴル語」はすでに揺るぎがたい基盤がつくられていた。それは現在における内モンゴル自
治区を中心とする中国側のモンゴル語の書きことばとモンゴル国の国語との共通性によって示されて
いる。
本論は，現在の内モンゴルにおける「現代モンゴル語」について，1945年8月の終戦直後からそ
の基盤がつくられ，その後数十年にわたって形成されつつあるという仮説を立て，その形成過程を考
察するものである。それにあたり，モンゴル人民共和国からの影響に焦点を当て，中国の政治的情勢
を背景に1970年代末まで展開されてきた中国におけるモンゴル語規範の問題をめぐる議論を分析す
る。それにより，中国語（普通話）とモンゴル国のモンゴル語，すなわち，中国とモンゴル国両国の
両「国語」のはざまにある内モンゴルの「現代モンゴル語」のあり方における「モンゴル国語」の位
置づけを明らかにしたい。
一、モンゴル語の近代化と政治問題としての「現代モンゴル語」
内モンゴル側の「現代モンゴル語」
何をもって「現代モンゴル語」というのか。内モンゴル側のモンゴル語について言うなら，ハラチ
ンモンゴル人のウルジー（施雲）が昭和11年（1936）に東京で『現代蒙古語』というモンゴル語
教科書を出版している1。ここでの「現代」はモンゴル語の口語表記を意味し，この教科書ではモン
ゴル文字を伝統的な正書法通りにではなく，話しことばに合わせるように綴っている2。
次いで，1942年にエルデネトグトフ3のMong・ulusug-unsin-etoliというモンゴル語文法書が
刊行された4。本書は，現代モンゴル語を近代的な研究方法で分類し，執筆を試みた内モンゴル側の
初めての文法書だった。この本には，例えば，動詞の語尾については，「基本形」，「終止形」，「連用
形」，「推量」，「希望」，「命令」，「仮定」といった意味に当たるモンゴル語が使われ，日本語文法の分
類法や用語の影響が色濃く反映されるなど，近代的な文法用語の翻訳語が数多く登場している5。エ
ルデネトグトフは本書でウルジー（施雲）の口語表記法をsin-eudq-a（新文）という用語をもって
採用した。その表記にあたり，どこのモンゴル語の発音を基準にするかという，現在の内モンゴルの
モンゴル語におけるいわゆる「標準音」（barimjaaavia6）の問題を，barimtugという用語を使って
初めて提起した。barimtugは，つまり，日本語の「標準語」の訳であった。
エルデネトグトフがここでsin-eudq-a（新文）という用語をもって「言文一致」を表し，そして，
barimtugという訳語をもって「標準語」を意味したことは，いずれも日本語に由来する近代的な
概念をモンゴル語の研究に導入したことになるので，内モンゴルにおけるモンゴル語の社会言語学的
研究においてはたいへん注目に値することである。しかし，日本の敗戦後における内モンゴルでエル
デネトグトフのこの文法書は「学校文法」（後述）などに採用されるようなことはなく，また，彼自
身もこの本の存在を語ろうとしなかった7。ところが，モンゴル文字の口語表記の問題については，
「蒙疆政府」（徳王政府）が支配する西モンゴルで，徳王（デムチュグドンロブ王）自身がモンゴル文字
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の表記法と口語のずれを問題にし，研究に取りかかっていた8。
しかし，第二次世界大戦後の内モンゴルにとって，「現代モンゴル語」とは何を指すのか。その定
義は何であるか。中国領内の現代モンゴル語研究の実状を反映した代表的な文法書の一つに内モンゴ
ル大学モンゴル語教育研究室編Oduuy-e-yinmong・ulkele（現代モンゴル語）がある
9。同書には，
中国領内の現代モンゴル語の研究対象について次のように記述されている10。
現代モンゴル語という講座は我が国のモンゴル民族の文学語を研究対象とする。これには現代の普遍性を
もつ文章語と普遍性をもつ口語を柱とする。
「文学語」（Literarylanguage）は，「文章語」や「書きことば」（Writtenlanguage）と基本的に同
義であるが，ここでの「我が国のモンゴル民族の文学語」とは具体的に何を指すのか，それには触れ
ていない。実際，それがモンゴル人民共和国の「文学語」，つまり，その文章語とはどう違うのか，
両者の関係をどうみるべきであろうか。このような問題提起を筆者は先行研究で行なっている11。
モンゴル人民共和国の「学校文法」と「国語」
一方，モンゴル人民共和国では1939年にSh.ロブサンワンダン（Sh.Luvsanvandan）のMong・ul
kelen-uui（モンゴル語の文法）が人民啓蒙省（Arad-igegeregulkuyamun，教育省）から出版された
12。
その表紙には「中学校及び教授室（tegnigkum）使用」と記してあるように，本書は，研究書という
よりも，学校教育における「文法」の教授を目指した文字通りの「学校文法」であった。それまでに
モンゴル人は文法を学ばなくてもモンゴル語を正しく話していたが，ここで教えようとしていたのは，
ハルハモンゴル人のことば，したがって，「ハルハ方言」という「俗語」をふんだんに取り入れた
新しいモンゴル語書きことばの創造のためにつくられた文法であった。つまり，国民国家における国
語教育の基礎になる文法書である。このように，「学校文法」は本国の代表的な「国語学者」による
場合が多く，日本では橋本進吉による「橋本文法」がその基礎となり，戦後の国語教育に重要な役割
を果たしてきた。そういう意味で，それまでにロシアの学者を中心とする外国人によって書かれてき
たモンゴル語の文法書はモンゴル人民共和国で「学校文法」にはなれなかった。そればかりか，ロシ
ア人が書いたモンゴル語文法書はロシアのブリヤートモンゴルでも「学校文法」にはなれず，1929
年にウランウデではブリヤートモンゴル人B.Bimbaによる『少年のためのモンゴル語文法教科書』
が出版されている13。
すなわち，Sh.ロブサンワンダンの研究は，モンゴル語の文法体系にとどまらず，教育や社会生活
の実践において，モンゴル語の伝統的な書きことばとモンゴル人民共和国の主幹民族のことばである
ハルハ方言を近づけさせ，調和させながらOrchintsaginmongolkhel（現代モンゴル語）をつくり
あげていくうえで重要な一歩となった。具体的には，モンゴル人民共和国の「現代モンゴル語」，つ
まり，「モンゴル国語」の文法体系をつくりあげたことになるので，モンゴル国語形成においてその
基盤がつくりあげられたことになる。
しかし，モンゴル語研究では「モンゴル国語」という概念や用語が現在にいたっても成立していな
いのが現状である。それは，まずモンゴル語の研究をリードしていた旧ソ連とモンゴル人民共和国な
どの社会主義国家では民族平等の原理により，特定の言語や方言に権威を認めるような「国語」を設
けないというイデオロギー上の制限があったこと及び，ハルハ人が総人口の8割以上を占めるモンゴ
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ル人民共和国では「標準語」に通底する「国語」を定める意義がほとんどなかったことと関係がある。
また，全体においては「現代モンゴル語」がこれまでに社会言語学の研究対象として扱われることが
ほとんどなかったこととも関係があると考えられる。
この「現代モンゴル語」，つまり，「モンゴル国語」形成のプロセスに欠かせなかったのは，近代語
彙の整備とそれを絶え間なく補給すること，そして，文体の改革において重要な意義をもつ文字改革
であったが，それはいずれもその後，同国の言語政策の実施により実現された。
モンゴル人民共和国の言語政策（kelen-uasa・）と新しい書きことば
20世紀の前半にモンゴル民族が近代国家としてのモンゴル人民共和国をつくりあげた当初，モン
ゴル語は書きことばと話しことばのずれが顕著であった。そのため，近代社会の公務や業務，教育を
行なうのに古い書きことばが時代の要求を満たせなくなっていた。しかし，モンゴル人民共和国で社
会主義改革は事実上「革命」と「近代」という両輪で進められてきたため，「革命」というイデオロ
ギーと近代化の対象として，伝統的なモンゴル文字と古い書きことばも改革を避けられなかった。伝
統的なモンゴル文字は，つづり方が話しことばとかけ離れているという意味で，また，古い書きこと
ばは文体や語彙が話しことばと異なるところが多かったという意味で，いずれも話しことばに近づけ
させる工夫としての改革や規範化が求められていた。さもなければ，古い書きことば自体はモンゴル
諸族を結ぶ超方言的な「標準語」で，規範化される必要はなかった。実際，モンゴル人民共和国科学
アカデミーは1934年5月にMong・ulkelebicig-isayiira・ulqubodul・-a-yinogulel（モンゴル語改
善策論集）を創刊し，ほぼ月一回の間隔で発行してきた。創刊辞には「言語政策」という用語に当た
るモンゴル語を新語として説明し，kelen-uasa・（ことばの政治）と表現した。その語構成が現在で
は「経済」（内モンゴルでは「財政」）を意味するed-unasa・（ものの政治）に類似するということも説
明され，創刊の意義については次のように述べている14。
現代（orcinuy-e）のモンゴル語の状況を観察してみれば，作文や修辞，翻訳，術語など，多くのことに
ついて管理して修正し，研究して直さなければならなくなっている状況がいろいろあるのははっきりしてい
る。国家の文化を振興させることを重視しているこの時期に，ことばがかわっていく道筋を研究し，誘導す
ることはたいへん大事である。
口語に近づけるように「改善された」この書きことばがモンゴル人民共和国ではuranzokhiolyn
khel，または，utgazokhiolynkhel（文学語）と呼ばれていたため，内モンゴルにもその用語がそ
のまま導入され，使われてきた。モンゴル国の辞書でuranzokhiolynkhelという術語にはロシア
語のyazikhudojestvennojliteraturiが当てられている15。また，utgazokhiolという用語はモン
ゴル国の著名な学者B.レンチェンの造語であるという説明がある16が，uranzokhiolというモンゴ
ル語自体は，1930年にウランウデで出版されたロシア語モンゴル語術語辞書（Russko-Mongol・skij
TerminologicheskijSlovar・）には，ロシア語のhudojestvennoeproizvedenieとbeletristikaの訳とし
て掲載されている。この辞書にuranzokhiolynkhelは見られないものの，uranzokhiolynukhaan
という術語がロシア語のteoriyaliteraturiの訳として登場している17。このように，uranzokhiol
というモンゴル語は少なくとも1920年代末にブリヤートモンゴルで使われていた。utgazokhiol
とuranzokhiolの文学における意味の違いについてモンゴル文学研究などで知られるモンゴル国の
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もう一人の著名な学者であった後述Ts.ダムディンスレンは，前者には「哲学，歴史，科学の文章な
どがすべて含まれ」，後者には「文学的発想（uransanalga）で書かれた文章のみが含まれる」と述
べている18。
ところで，文学語，または，新しい書きことばの成立について，モンゴル人民共和国の言語政策の
基本について述べたTs.ダムディンスレンは，モンゴル語の古い書きことばと口語及び新しい書きこ
とばとの関係について次のように述べている19。
保守的な考えをもつ人たちは，今の話しことばは乱れてしまい，くどくて，あいまいになっていると言っ
ている。彼らは古い書きことばを維持し，話しことばを直したいのかもしれない。しかし，正しいのはわれ
われが話しことばを維持することだ。
われわれの生活に新しい現象が起きるにつれて，ある単語は新しい意味をもつようになり，成熟している。
われわれがこのように発展している時に，書きことばはどうあるべきか。（古い書きことばは）数百年前につ
くられているので，現在の話しことばよりはるかに遅れている。そのために，話しことばにある豊かな語彙
を書きことばに取り入れなければならない。
これは，モンゴル人民共和国がキリル文字を導入する以前，言語政策の基本として行なってきた
「言文一致」を促す内容の資料として重要である。その後，Ts.ダムディンスレンは，モンゴル人民
共和国が1941年にモンゴル文字からキリル文字への文字改革を行なう際に，「新文字正書法」を作成
した。この文字改革は，たんに「文字改革」だけではなかった。実際は文体においても，語彙におい
ても重要な改革を行なっている。したがって，1941年にモンゴル人民共和国において行なわれた文
字改革は，モンゴル語を古いモンゴル語書きことばから新しいモンゴル語書きことばへ変えるのに決
定的で，重要な役割を果たしている。
それまでにモンゴル人民共和国でもモンゴル文字正書法や上記引用文にもあったような術語，訳語
の統一と看板の表記，教科書など出版物や公文書の表現や修辞の問題など，その後内モンゴルが直面
したようなさまざまな問題を抱えながら文字改革を迎え，文字改革の実施にともなう「国語」教育の
改善と普及を通して現代モンゴル語全体にわたって新たな規範化を進めてきた。
内モンゴルにおける「現代モンゴル語」研究の始まり
1945年8月の終戦後，政治的にモンゴル人民共和国の強い影響を受けるようになった内モンゴル
では，当時の政治の中心だった東部で「現代モンゴル語」に関わる研究作業が行なわれはじめた。内
モンゴルは，圧倒的優勢な中国語の強い影響によりモンゴル語が社会生活にほとんど機能せず，また，
中国の農業文化の強い影響を受けた方言の話し手が東部には多かった。このように，ハルハ方言との
差が著しい内モンゴル東部のモンゴル人たちにとって，ハルハ方言の要素が多く加えられた新しい書
きことばとしての「現代モンゴル語」の研究に，「モンゴル語」のネイティブスピーカーとして取り
組むのはたやすいことではなかった。
つまり，内モンゴル側のモンゴル人にとって，「現代モンゴル語」，または，「モンゴル国語」は学
ばなければわからない要素の多い「モンゴル語」であった。とくに，ハラチン方言とホルチン方言地
帯ではハルハ方言自体が相互理解の難しいことばであることは現在もあまり変わっていない。1946
年から1948年まで内モンゴル軍政大学などでモンゴル人民共和国のキリル文字を積極的に教えてい
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たハラチン出身のチンゲルタイによれば，「結局，モンゴルのハルハ方言がよくわからない人には，
新文字ではどうしてこう書くのか，理解できない。ハルハ方言がよくわかる人でも正書法が理解でき
なければ自由に書けない」。それにより，1955年に内モンゴル自治区が新文字を全面的に導入した際，
チンゲルタイはすでに「激進派から穏健派」になっていた20。
こうした社会的，言語的環境の中で1949年8月にチンゲルタイによるMong・ulkelen-uui（モ
ンゴル語の文法）が内モンゴル日報社から出され，翌年10月にその「第二版」として内モンゴル自治
区人民政府文教部より出版された21。ところが，チンゲルタイ自身によれば本書は，当時同僚であっ
たエルデネトグトフとNa.サインチョグト22の強い要望（原文はbaru・siqaubai・ad，ほぼ強いられて，
の意）によって執筆されたものであった23。チンゲルタイは「エルデネトグトフとは同僚であったに
もかかわらず，彼のMong・ulusug-unsin-etoliの存在は知らなかった。後で知ったことだが，そ
れには日本語文法の影響があった。わたしは内モンゴル軍政大学ではロブサンワンダンの文法をもと
に教えていた」と語っている24。
前述の「新しい書きことば」という意味で，チンゲルタイのこの『モンゴル語の文法』の内容はど
うだっただろう。チンゲルタイが語っているように，また，「後記」にも書かれているように，「本書
は主として，モンゴル人民共和国人民啓蒙省より1939年にウランバートル市で出版されたロブサン
ワンダンの著作に基づいて編集された」のであった25。「ロブサンワンダンの著作」とはつまり，前
述したSh.ロブサンワンダンの「学校文法」のことであった。チンゲルタイの本書がロブサンワン
ダンのオリジナル作品にどれほど近いものか。2007年にウランバートルでリプリントされたロブサ
ンワンダンの同書には，1951年に香港で翻訳されたチンゲルタイの本書の英訳全本が付されている26。
その後，1950年から1954年の間にSh.ロブサンワンダンの『モンゴル語文法』三冊27があいついで
内モンゴルで出版され，それが内モンゴルにおけるモンゴル語研究のよい見本となったばかりでなく，
「学校文法」の役割を果たしてきた。
チンゲルタイのこの文法書には，モンゴル語の文法用語に中国語の訳語が付されていたため，モン
ゴル人民共和国でつくられたモンゴル語文法用語が，この本の出版により内モンゴル側に初めて体系
的に導入され，使用されることとなった。チンゲルタイは，その後，内モンゴル大学で教鞭をとるよ
うになり，長年にわたって「現代モンゴル語」の研究に取り組み，Odoouyinmongolkhel（「現代
モンゴル語」，Odoouyは中国語の「現代」の訳）としての内モンゴルにおける「現代モンゴル語」の体
系づくりを試み，内モンゴルにおける「現代モンゴル語」の研究をリードしてきた。
現代モンゴル語の文法書，つまり，その言語体系にかぎらず，1937年にモンゴル人民共和国科学
アカデミーから出版された『モンゴル文字正書法辞典』（俗名「シャグジーントリ」）が1951年に内
モンゴルでリプリントされ，1960年に北京で「第二次印刷」が行なわれている28。それにより，中
国側では伝統的モンゴル文字における単語表記もモンゴル人民共和国の字典を基準に規範化され，国
境両側におけるモンゴル文字正書法が統一されている。
「現代モンゴル語」の政治性
上に見てきたように，モンゴル人民共和国では「現代モンゴル語」を「モンゴル国語」と考えるこ
とは可能である。しかし，内モンゴルでは同じ「現代モンゴル語」であっても，政治的には「モンゴ
ル国語」をもって自治区の「公用語」にすることは考えられない。だからといって，内モンゴル独自
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の「現代モンゴル語」をつくりあげていくことは，もう一つの「現代モンゴル語」，つまり，「内モン
ゴル語」を構築することにつながりかねないが，それは内モンゴル側のモンゴル人が望むようなこと
ではない。
実際，モンゴル人民共和国を取り巻く中国の政治的雰囲気が内モンゴルのOdoouyinmongol
khel（現代モンゴル語）とモンゴル人民共和国のOrchintsaginmongolkhel（現代モンゴル語）との
関係を議論すること自体をタブーにしてきた。つまり，その違いを問いただすことによって，逆にそ
れが同一言語であることを強調することは避けなければならなかった。そのため，内モンゴルでは長
年にわたり，Odoouyinmongolkhelの研究においてモンゴル人民共和国のモンゴル語に触れる
ことを避けてきた傾向があった。
こういう状況も配慮して考えるなら，内モンゴルにとって，内モンゴルのOdoouyinmongol
khelは「民族語」であり，モンゴル人民共和国のOrchintsaginmongolkhelは「外国語」であ
ると考えることも不可能ではなかった。実際，文化大革命まで中国共産党内モンゴル自治区委員会書
記，内モンゴル自治区人民政府主席を務めてきたオラーンフーは，「蒙文」（モンゴル語の書きことば）
は，「外国文」（外国の書きことば）とも言える，「本国文」（本国の書きことば）でもあると述べている29。
これは，つまり，同
・
じ
・
言
・
語
・
が，「外国語」にも「民族語」にもなっているという意味である。この指
摘は現在においてもたいへん重要で，内モンゴル側のモンゴル人がモンゴル国のモンゴル語を政治的
に扱う際，それを「外国語」であると指摘することも，場合によっては合理性が認められるものだと
考える30。
つまり，内モンゴル自治区の「公用語」31である「モンゴル語」がモンゴル人民共和国の「国語」，
あるいは現在のモンゴル国の「公用語」32の強い影響を受けてきたという歴史的事実と現実にはなる
べく触れない方が政治的に無難であるということである。このような考え方は現在も基本的に変わっ
ていない。実際，その歴史的事実が知らされていないため，このような意識すらもたない若者たちが
増えている。モンゴル学界においても社会言語学の視点でこのような問いかけをすることは少ない。
両者のモンゴル語の関係をたんに方言関係だと考え，またはそう位置づけ，そう説明してきた。その
結果，現在にいたっては両者の言語間に発生している多くの現実問題に対して，モンゴル語の研究者
たちや「モンゴル語文工作者」33たちは専門家としての役割をじゅうぶん果たせていないのが現状で
ある。方言には含まれない近代語彙や書きことばの要素，そして，現在においては両国の社会制度の
違いという新たに発生している問題による政治イデオロギーや意識，世界観，価値観，グローバルな
知識の違いなどから生まれた相互理解の障害となる複雑な現象が「方言学」ではすでに手に負えない
問題となっている。
二、社会主義制度下のモンゴル語近代語彙の統合
モンゴル人民共和国の新名詞術語の導入
モンゴル語「近代語彙」の形成について継続的に研究を行なってきた筆者は「近代語彙」という用
語を「主として西洋の近代文明の伝来により現れた新しい概念や用語，または，近代工業生産品の名
称など，近代的社会生活を営むうえで必要な一般語彙を指す」と定義しながら使用してきた34。
内モンゴル側では，清朝に次ぐ支配者であった中華民国も日本も漢字圏の国だった。そのため，中
国語と日本語を介してつくられた内モンゴル側のモンゴル語近代語彙は一貫して漢語直訳型だった。
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長期にわたり漢語の強い影響を受けてきた内モンゴル側のモンゴル人にとってモンゴル人民共和国の
新しい用語は当初よく理解されないのも当然だった。そのために，1945年8月以降内モンゴル側で
発行されたモンゴル語定期刊行物の記事の中で所々新語について説明を加え，括弧の中に漢語を入れ
て説明しなければならなかった。定期刊行物に設けられた「新語欄」にロシア語由来の外来語の登場
はいうまでもなく，現在ではごく普通のモンゴル語であるtursil・-a（経験），noluge（影響），sil・alta
（試験）などが登場し，中国語の訳語なしには理解されなかった。注目されるのは，これらの単語や
概念が一語で示され，それまでに多かった漢字語直訳型の二語，または，二文字から構成する一語と
は異なっていた点であった。
終戦直後の1945年10月に，内モンゴル人民革命党から発行されていた新聞の「新語欄」には，
「日本帝国主義者が逃亡したことにより，内モンゴルにはわが先進的なモンゴル人民共和国のさまざ
まな刊行物や書籍が入ってくるようになった。その中から新しい単語と混じってモンゴル語に使われ
ているロシア語を一覧にし，各号に掲載する」というくだりがあった35。「新語」とはいえ，中には
それまでに内モンゴルでも使われていたモンゴル語，例えば，「経済」，「文明」，「帝国主義者」，「自
由」，「労働者」，「封建」，「材料」，「植民地」などの意味の語彙も含まれていた。しかし，そのモンゴ
ル語訳はそれまでのものとは大きく異なる特徴をもっていた。例えば，モンゴル人民共和国のモンゴ
ル語で「文明」，「労働者」，「植民地」はそれぞれ，soyulbolbasural，kodelmuricin，koluniであ
るのに対し，内モンゴルではそれがut・-asoyul，loudunge，arad-iyankurgeku・aarだった。
ちなみに，loudungeは日本語の「労働者」の中国語読みにすぎず，まだ中国語のgongren（工人）
にはなっていなかった。日本の支配が終了したばかりだったため，まだ日本語を頼りにせざるを得な
かった例が新聞，雑誌ではほかにもいろいろ見られた。例えば，外国語の地名や国名の「バルカン」
や「ポーランド」のモンゴル文字表記は日本語の発音のままで，しかも括弧の中にカタカナが書かれ
たりしていた。
それに，1940年代後半からモンゴル人民共和国の文学作品が次第に内モンゴルの定期刊行物に掲
載されるようになった36。しかし，これらの作品には，近代語彙ばかりでなく，語彙や表現の意味に
おいても現在の内モンゴルの人たちには信じがたい現象が見られた。原作のモンゴル語に，多い時は
数行おきに括弧の中で単語の意味を言い換えるなど，説明しなければならなかった。例えば，次のよ
うなごく普通の単語にも言い換えや説明を入れてある37。括弧内の日本語訳は引用者による。
・oyumsu・（uesguleng，美しい），ol（absiyan，幸い），qan-a（kerem，壁），tamiki（damu・-a，タバ
コ），ala・-a（ugei，ない），tasul・-a（bayising，部屋），busi・uqan（qurduqan，速く），sala（・aar，地
面），qolbu・acin（dayin-uqarilca・-aqolbu・-a-yinebtereguluoggudegkumun，戦場で連絡をする人）。
これは何を意味するものか。今や内モンゴルでもごく普通の話しことばになっている単語には実際，
1940年代後期からモンゴル人民共和国の文学作品などを通して書きことばとして入ってきたものが
多いということであろう。少なくとも内モンゴル東部ではそうであったようだ。それらの定期刊行物
は当時の内モンゴル自治政府の中心地であった東部のワンギーンスムで刊行されていた。内モンゴル
西部のモンゴル語はモンゴル人民共和国のハルハ方言に近いため，多くの場合，そのような説明はい
らないが，一部の語彙については東部と同様，説明が必要だった。
このように，モンゴル人民共和国の文学作品の内モンゴルへの浸透や普及は，内モンゴルにおける
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モンゴル文学の発展のみならず，モンゴル語文章語の語彙，文体やその口語化に大きく貢献してきた
ことも述べておかなければならない。
当時のモンゴル人民共和国の近代語彙の影響について，内モンゴルにおけるモンゴル語出版に貢献
し，モンゴル語術語問題を研究してきた内モンゴル教育出版社のラシドンロブはその著書に次のよう
に述べ，「解放前」と「解放後」（後述）の内モンゴルにおける用語の違いを示す例を20語あげてい
る38。
当時，内モンゴル人民革命青年団は，モンゴル国の新しい文化の種を内モンゴルに蒔くために大いに工夫
し，歌の本をガリ版（謄写版）印刷していただけでなく，モンゴルの出版物における新語，術語をまとめた
冊子を出していたため，政治，経済，幹部，党や団などの新しい名詞術語が内モンゴルの若い知識人たちの
間で初めて一定のレベルまで普及した。それが当時共産主義の理論，革命の原理を宣伝するうえで一定の役
割を果たしたことをここで記述しておくべきである。
ここまではモンゴル人民共和国からの直接の影響に焦点を当てて述べたが，1945年以降，夥しい
新語がモンゴル人民共和国から内モンゴル側に導入されたことを受け，内モンゴル側では近代社会に
かかわる内容の文章を中国語からモンゴル語へ翻訳することも精力的に進められた。1947年5月に
内モンゴル自治政府成立後，政府は宣伝工作のために，機関紙などのモンゴル語の報道を充実させた
だけでなく，政府の公務もモンゴル語で行なうための地道な努力をしていた。それが，1948年10月
に創刊されたモンゴル語の不定期雑誌Oburmong・ul-unobertegenasaquasa・-unordun-ualban
sedgul（内蒙古自治政府公報）の翻訳作業に示されている。この雑誌にはそれまでに内モンゴルではモ
ンゴル語で書かれたことのなかった多岐にわたる諸分野の公務や事務関連の文章がモンゴル語に翻訳
されていた。しかし，読者の理解をサポートするために，翻訳されたモンゴル語に括弧内で中国語を
入れなければならないばあいも多かった。短期的ではあったが，内モンゴルにおけるモンゴル語の近
代化のために貢献してきたこの雑誌も，1949年12月に内モンゴルの自治政府が「自治区人民政府」
に改称された後，その中国語版が1950年1月に『内蒙政報』と改名され，モンゴル語版のモンゴル
語近代語彙への貢献度は自治政府時代のものとは比べられなくなった。
1949年10月の中華人民共和国成立以降，中国語からの翻訳出版物が急増するにつれて，名詞術語
の整備や翻訳問題もだんだん提起されるようになってきた。1953年5月に「内モンゴルモンゴル語
文研究会」が発足し，同研究会の目前の任務としてあげられた七つの項目の中で，「術語の統一と辞
書編纂」が一番目にあげられた39。
その後間もなく，内モンゴルモンゴル語文研究会よって編纂された『漢蒙簡略辞典』（Kitad-mong・ul
uges-untoli）が完成し，1955年に内モンゴル人民出版社から出版された40。この辞典は中国語の見
出し語16000語を含む事実上の「漢蒙近代語彙辞典」だった。しかし，その序文にも書いてあるよう
に，この辞典に収められたモンゴル語語彙は実際，中国語辞典の訳語ではなく，それまでのモンゴル
語定期刊行物に登場した新語を収録したもので，むしろ中国語の語彙の方がモンゴル語に与えられた
訳語だった。これはそれまでに中国側で発行されたモンゴル語近代語彙集のつくり方とはまったく異
なるもので，一貫して漢字の字訳や漢語の直訳に依存してきた中国領内のモンゴル語近代語彙が初め
て漢語の直訳から自立したことを意味するものだった。この辞書の編集について，ラシドンロブは，
「そのための人員を組んで，モンゴル国の出版物に普遍的に使われていた多くの名詞術語をカードに
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リストアップした」と記述している41。
このように，第二次世界大戦以降，東西統合を果たした内モンゴル自治区におけるモンゴル語近代
語彙は，それまでの満洲国の首都新京を拠点にした日本語訳を主とする東部のものでもなく，南京を
拠点にした中国語訳を主とする西部のものでもなく，実際，ロシア語訳を主とした北部の社会主義モ
ンゴル人民共和国側の語彙に統合された。
1950年代の内モンゴルにおけるモンゴル語の近代化，とくに，近代語彙の導入や整備について，
長年にわたり内モンゴルの言語政策の実施に携わってきた作家のゲレルチョグトは「文革」後に次の
ように述べている42。
1950年代に内モンゴルの民族語文工作が大きな成果を収め，大きく発展を遂げたことには，もう一つの
否定できない重要な要素があった。それはモンゴル人民共和国の健康的で，進歩的な民族言語文字の巨大な
影響だった。周知の通り，言語には飛躍的変化は起きない。しかし，今世紀40年代半ばから，とくにモン
ゴル人民共和国43成立以降，中モ両国の文化面における協力の発展にともない，モンゴル人民共和国の言語
文字の影響のもとで，内モンゴルの民族語文は各々の面において，とくに，語彙の面においては飛躍的で，
はなはだしく大きな（巨大）変化が現れ，豊かになり，発展が得られた。その時，もしこのようなすばらし
い客観的な条件がなければ，わが党や政府の政策がいくら正確であったとしても解放前は，これほど細かい
意味の政治，経済と文化科学の名詞術語はいうまでもなく，「社会」，「革命」，「生産」，「同志」などの日常
用語でさえどう言うべきか知らなかったわが内モンゴルの民族語が短期内に迅速に発展して新しい社会の各
方面の需要に基本的に対応できるようになったことは，まさに考えられないことだった。
モンゴル人民共和国からの新語に対するゲレルチョグトのこのような評価は，「内部刊物」ならで
はの資料で，一般の読者には公開されていない。したがって，内モンゴルのモンゴル語におけるモン
ゴル人民共和国の強い影響については，内モンゴルの一般の人々の間ではあまり知られていないのが
現状である。内モンゴルでは一般的に，モンゴル語の新名詞，術語の登場などモンゴル語全体の発展
は，1949年10月の中華人民共和国の成立を意味する「解放」以降，つまり，中国共産党の民族政策
のもとで進められてきた成果だと言われてきた。当然，「解放」以降の成果は評価すべきであるが，
内モンゴルにおけるモンゴル語の発展の転換期の境は1949年10月ではなく，1945年8月であった。
1950年代が「モンゴル語文工作の黄金時代である」と言われているが，それは実際，この時代にモ
ンゴル人民共和国の影響で内モンゴルにおける新しい文章語が成立したことを意味するものであった。
そのため，モンゴル人民共和国と中国領内のモンゴル語の文章語の違いを識別するのは難しいことで
あり，また，識別すること自体があまり意味のないことである。逆に中国側のモンゴル文章語の成立
における，モンゴル人民共和国のモンゴル語の影響をどう位置づけるべきかという問題を正面から考
えてみることが，中国側の現代モンゴル文章語の形成について正確に認識し，その実体を把握するう
えで大事である。さらに，それが，内モンゴルにおけるモンゴル語文章語の現在と未来について考え
る際，とくにそれをモンゴル国のモンゴル語との関係で考えるうえで重要な意義をもつ。
内モンゴルの名詞術語規範の逆風にみる「右派」と「左派」
1957年7月から8月にかけて青島で行なわれた「全国民族工作会議」以降，中国政府は少数民族
の文字改革問題に対してだけでなく，少数民族語の借用語や新語創造についても漢語との「共同成分
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増加」を強く求めるようになった。それにともない，言語の領域でも「群衆路線」が強調され，モン
ゴル民族の「群衆」が知らないロシア語はいうまでもなく，モンゴル語の用語も漢語に変えなければ
ならないものが増えてきた。その時代に掲げられた理論について，内モンゴル大学のマンダフは，
「祖国言語統一論」，「共同成分増加論」，「蒙漢兼通論」，「漢語借用総形勢論」などにまとめている44。
前者の二つの「論」は漢字の意味の通りであるが，「蒙漢兼通論」とは，モンゴル人にのみ蒙漢両言
語のバイリンガルを求めたもので，遊牧地でも少数派であった漢族にはそれが求められなかった。
「漢語借用総形勢論」は，「漢語を借用することが全体のなりゆきだ」という主張であった。そのため，
それまでに民族言語文化のために目立った発言をした人たちは「民族右派」として抑圧されたほか，
批判の対象になり，被害を受ける人が増えてきた。
そのような状況が1961年6月の「名詞術語討論会」の時にピークを迎えた。「群衆路線」の推進派
たちに追い詰められ，当時内モンゴル自治区モンゴル語文委員会の共産党支部書記，副主任だったエ
ルデネトグトフは精神病を患い，精神病院に送られた45。彼はその延長線上，「文革」当初から逮捕
されて拷問を受け，身体障害者になったが，自分がなぜそこまで被害を受けなければならなかったの
か，彼自身はそれが理解できていなかった。それについて，「文革」後内モンゴル自治区モンゴル語
文工作委員会主任を長年務めたS.ナムジルは「彼は政治的感性が鈍い人だった」と述べている46。
つまり，ヘシグテンの遊牧民出身のエルデネトグトフからみれば，内モンゴルのモンゴル語が文字，
語彙，発音の面でハルハと共通性を求めるのは自然なことであり，共産主義の思想や当時の中国の
「ソ連一辺倒」の政策にも合致していた。彼は「モンゴル民族ナショナリスト」としてもっとも重い
罰を受けながらも，「文革」後にわたって最後まで中国共産党を信じ，中国のナショナリズムを理解
していなかった。それが多くの人たちの彼についての回想からよみとれる。
では，なぜモンゴル語文工作委員会副主任であった彼がモンゴル人民共和国に学んだ責任を負い，
批判されなければならなかったのか。主任は誰だったのか。主任は内モンゴル自治区人民政府副主席
のハーフォンガーが兼任していたため，エルデネトグトフは無論，モンゴル語の問題についてはハー
フォンガーと相談して決めていたと考えられる47。しかし，名詞術語問題に関するハーフォンガーの
公式見解など公文書は見当たらず，この問題に対する彼の態度を示すものとみられる発言は断片的に
しか記述されていない。その一つが教育出版社のラシドンロブによるものである48。
1961年の「語文工作会」（同年6月の「名詞術語討論会」を指しているのではないか 引用者）でハーフォン
ガーは報告をし，わたしを名指して，「あなたたちの教科書の表紙を見るだけでぞっとする。何がアルガブ
ル，ギョーメートルだ。あなたたちはそれをかならず全部漢語借用語に改めなければならない」。
モンゴル人民共和国で「代数」と「幾何」をアルガブル（algebr）とギョーメートル（geometri）
と言うからだ。ハーフォンガーのこの発言について，ラシドンロブは，「もちろん，ハーフォンガー
には圧力がかかっていただろうから，それが彼の本音ではないだろう」と言っている。同じく，同年
6月の会議で，「われわれが名詞術語を定める時に漢語漢文を知らない牧畜民群衆のことも考慮すべ
きだ」という意見が出たのに対し，ハーフォンガーは「彼ら牧畜民たちは砂漠の中に住み，牛と羊の
肉を食べ，われわれの足を引っ張っている」と言ったという49。これが漢語漢文を知らないモンゴル
牧畜民たちに対するハーフォンガーの苛立ちを示すものだったのかもしれないが，もしこれが事実なら，
漢文化の強い影響を受けた1930年代ころのハラチン，ホルチン出身の知識人たちに観察される「遊
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牧軽蔑」，「ラマ教嫌悪」といったモンゴル文化の基本を否定するような「進歩的思想」の影響がハー
フォンガーの身においても表れていたのではないかと考えられる。これに対し，オラーンフーの「遊牧
観」はその「牧（畜）区政策」などからも考えられるように前者とは異なる印象を与えるものである。
当時の内モンゴルにおけるモンゴル語工作の複雑な闘争について，歴史研究と作家として知られる
サイシヤルは次のように述べている50。
内モンゴルのモンゴル語文界は，長期にわたり，路線闘争において二派になっていた。つまり，エルデネ
トグトフ同志を頭とする「保守派」，あるいは「右派」とチンゲルタイ同志を頭とする「左派」であったが，
これはみんなが知っている事実で，エルデネトグトフ同志はずっと抑圧されていた。
1960年代初期，多くのモンゴル人がそのような事態に衝撃を受けていたなか，政府側の理論の実
践に加担したキーパーソンとしてチンゲルタイの名は知られた。彼は自ら唱えた「（漢語を）大胆に
借用し，大量に借用し，一括して（中国語で「成批的」）借用するべきだ」という問題について，「文革」
後次のように述べている51。
（当時），語文工作は，群衆の需要にまったく追いついていなかった。漢語借用語排斥の現実を考慮すれば，
（漢語を）大胆に借用し，大量に借用し，一括して（成批的）借用することを強調すべきだった。これらの話
は，確定的な前提で述べたことだが，決して，絶え間なく大量に借用し，一括して借用すると理解してはい
けない。それに，漢語をもってモンゴル語固有の語彙を代替するということではなかった。いずれにせよ，
それは言い過ぎであった。
チンゲルタイが「言い過ぎであった」という「漢語から大量に借用すべきだ」という主張は，1962
年の「第三次語文工作会議」で行なわれたものと推定されるが，この会議についてチンゲルタイは
「成功した会議だった」と評価し，とくに「モンゴル語文工作暫行条例」が採択されたことを評価し
ている52。確かに，本「条例」の「総則」には次のように，漢語からの借用を強調する規定があっ
た53。
三、モンゴル語文工作の中ではモンゴル語文の内部発展の規則を必ず尊重すべきである。モンゴル語文の発
展と豊富にする過程における一連の問題をモンゴル語の発展規則によって処理すべきである。同時に他の民
族語，特に，漢語の中から自らに適合するものを絶えず吸収し，自らを絶えず豊かにし，発展させるべきで
ある。
このように，「条例」にまで規定された「漢語からの（大量）借用問題」は，当然ながら研究領域
にも反映された。この類の文章や論文としては，サイシヤルが指摘するチンゲルタイの「語文工作に
おいて群衆路線を徹底的に貫徹させよ」54と内モンゴル大学のチョイジンジャブ55の「モンゴル語の
新語術語問題に対するいくつかの意見」をあげることができよう。前者については，サイシヤルは
「新語創造の問題を階級闘争のカテゴリ内に打ち込んだ」と批判しているが，後者については，著者
自身が「政治主導」の時代の産物で，「恥で，否定すべき，廃棄すべきだ」と強く反省している56。
一方，当時のチンゲルタイからみれば，ソ連でブリヤートモンゴル人がロシア文字を使い，ロシ
ア語がブリヤート語に大量に入っていることは，ブリヤート人にとっても有利なことであり，国家の
言語政策を実施する政治視点からみても望ましいことであっただろう。それに，中国がソ連に学ぶな
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ら少数民族語に漢語との共通の要素を増やすのが正しいことであっただろう。もし，それが間違いで
あるとみるなら，それはモンゴルナショナリズムの視点からにすぎないということになるかもしれ
ない。これに対し，エルデネトグトフは中国を裏切るようなことは考えていなかったが，自らの生活
文化，言語的背景からしてハルハ（モンゴル人民共和国）をどうしても他者（others）として考えるこ
とができず，実際，心理的にハルハと距離をおくことができなかったのであろう。
いずれにせよ，「文革」後，「左傾路線」は批判され，一時的にモンゴル語に大量に導入された漢語
借用語は，その後，内モンゴルにおけるモンゴル語の文章語から基本的に消えた。
三、口語の規範化と標準音（barimjaaavia）制定にみるモンゴル人民共和国のインパクト
口語の規範化と内モンゴルのモンゴル語方言
話しことばのレベルで内モンゴルはモンゴル国の場合とは状況が大きく異なる。内モンゴルのモン
ゴル語には多くの方言があるほか，いくつかの大方言が共存している。ハルハモンゴル人が人口の
80％以上を占めるという事実から考えてモンゴル国は，約10万人のカザフ人を除けば，「一民族一
国家」はいうまでもなく，「一支族57一国家」に近い，世界でもまれな「単一方言国家」に近い国で
ある。そのため，近代国家成立後，国内の小さい方言がハルハ方言に基づく「標準語」の強い影響を
受け，高度にスタンダード化された「国語」の成立が可能になった。一方，現在の内モンゴル自治区
のモンゴル人は，清朝時代から「6チョールガン（盟）49旗24部」と言われてきた24部（支族）の
ほかに，当時，外藩モンゴルの内ジャサクに属さず，内属モンゴルであったチャハル，トゥメド，バ
ルガ及び昔から「内モンゴル」ではなかったアラシャンのホショードとエズネーのトルゴード，そし
て，後述するモンゴル革命より避難してきたハルハ（モンゴル人民共和国）からの移民を加えれば約30
の支族からなる58。それが現在は30の方言を意味するものではないが，多数の方言，または「下位
方言」が人口，あるいは影響力という意味において比較的にバランスが取れた形で共存している。そ
れがどちらかの方言に統合されていくのかは，「国語」による言語の統合という政治の原理から考え
ても，方言分布の実情から考えてみても当分は不可能に近い。
内モンゴルで標準語の問題は，1953年に行なわれた前記「第一回モンゴル語大会」で nutgin
khelkhigednitinkhel（地方のことばと共同のことば），つまり，「方言と共同語の問題」として取
り上げられた59。ここでnitinkhelとは，「共同語」と位置づけられた漢語の「普通話」に並ぶ
「民族共同語」をめざしての用語であり，いわば，「国語」形成のスタートラインであった。現在こそ
「普通話」は「国家通用言語」として実質，中国の「共通語」でありながら，政治的には中国の「国
語」となっている60が，1950年代初期は新生社会主義国家の政策によって「国語」から「民族語」
となり，その代用名称として「漢語」が盛んに使われるようになった。「漢語」とは，つまり，漢民
・
族
・
の言語であった。そのため，「普通話」はチベット語やモンゴル語などと並ぶ「民族語」になり，
中国でいったんは「民族語平等」が実現された61。それが今日まで継続されていたなら，モンゴル語
もたんにbarimjaaavia（標準音）ばかり強調されるものではなく，「普通話」のように言語体系全域，
つまり，発音，語彙，文法，表現全体において規範化が進められていたはずだった。前述したエルデ
ネトグトフ提示のbarimtugは，日本語の「標準語」という概念の訳として，発音だけに偏ったも
のではなかった。
ところが，その後内モンゴルでは文字改革により公式に導入される予定だったキリル文字の正書法
―13―
をどの方言の音韻体系に基づいてつくるべきかをめぐって議論するようになった。そのため，モンゴ
ル語の標準化の問題は音韻レベルで論じられるようになり，barimtlakhavia,barimjaaavia（標準音）
という用語が用いられるようになった。ここで「標準音」を定めることについて提案したのもエルデ
ネトグトフだった62。注目されるのは，barimtugがbarimjaaavia，つまり，「標準語」が「標準
音」になったことで，スタンダードか規範化の単位を「語」から「音」に変えたことであるが，それ
が内モンゴルにおいてモンゴル語のスタンダードの問題を発音のレベルに限って論じる発端となった。
内モンゴルにおける方言の違いが音韻レベルにおいて顕著であることはいうまでもない。しかし，そ
れ以外にも注意を払わなければならない重要な問題は，同一民族の言語としてはまれである遊牧と農
業という，体系や基盤が異なる文化の違いによって生じた語彙や表現の違いをどう捉えるべきか，と
いうことであった。それにもかかわらず，内モンゴルでは現在にいたって，相互理解の障碍にもなっ
てきたこのような重要な問題を言語統合の範疇から外しておき，ひたすら「発音矯正」を唱えてきた。
発音は生理的現象で，ある年齢に達すれば矯正が効かなくなるにもかかわらず，である。中国では延
辺朝鮮族自治州などの朝鮮族の若者たちがソウルの発音にあこがれるのと同様，近代文化の中心地を
もたない少数民族にとって，同一民族国家の首都のことばが「ステータス発音」であることがしばし
ば観察される。1980年代以降，内モンゴルでも若者たちの間でモンゴル国のことばにステータスを
認めるような現象がみられた63。
内モンゴルのモンゴル語については，興安嶺を境に東部と西部と大きく二つに分けて考えることが
できる。これは純粋な地理的分類ではなく，言語的な著しい特徴に基づく分類である。それに，内モ
ンゴルはモンゴル民族の文化と経済の中心地になる都会をもっていないため，東部か西部のいずれか
の特定の地域方言を標準音地域に選ばなければならなかった。そのために，標準音は東部の方言に基
づくべきか，あるいは，西部の方言に基づくべきかという議論が行なわれてきた。
内モンゴルの東部の方言には，ホルチン方言，ハラチン方言，バーリン方言が含まれ，西部方言に
はチャハル方言，シリーンゴルオラーンチャブ方言，またはスニド方言，オルドス方言，アラシャ
ンエズネー方言が含まれる。この分類法は，チンゲルタイが1955～56年に中国全土でモンゴル語
の方言調査を行なった後に発表した「東部方言」（ジョーオド，ジリム，ジョスト），「中部方言」（シリ
ーンゴル，チャハル，オルドス），「西部方言」（エズネーアラシャン，青海省と甘粛省のモンゴル語）64と
ほぼ一致するもので，後者が「東部方言」において行政名称を使っているのに対し，前者は支族名称
を使っている。東部諸方言の分布地は比較的狭いが，その人口は内モンゴルのモンゴル語話者人口の
三分の二以上を占めると言われている。実際，1987年の資料に基づく筆者の考察ではオルドスとア
ラシャンを除く西部モンゴル全体の，いわゆる「広義」チャハル方言（後述）人口（27.7万）は，ホ
ルチン左翼中旗一旗の人口（29.0万）に及ばなかった65。
標準音（barimjaaavia）の制定をめぐる論争
1950年代，東部の方言を標準音地域にしたいと主張した学者たちはその人口の多いことを強調し
た。東部方言地帯は早くから農業化が進み，モンゴル民族の伝統的な遊牧生活の基盤を失っていたた
め，中国語による同化が著しかった。そのため，東部の方言を標準音地域にすることに多くの学者が
反対し，遊牧生活を営む西部のシリーンゴル方言を標準音にするよう主張した。この方言はモンゴル
人民共和国のハルハ方言にきわめて近いので，キリル文字の普及にはふさわしかった。ここでもモン
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ゴル人民共和国との共通性からシリーンゴル方言を標準音にしようと主張したのはエルデネトグトフ
で，それに対し，「人口」を強調して反対したのはチンゲルタイだった。しかし，チンゲルタイの初
期の考えは，漢語への同化がもっとも著しいハラチンやホルチンではなく，「例えば，ジョーオド」
だった66。この問題に対するオラーンフーの態度は，モンゴル人民共和国のキリル文字をできればそ
のまま内モンゴルに導入したいという彼の強い思い67により，「西部」を支持したと考えられる。そ
れに，中国科学院の言語学顧問として北京にいたソ連のセルヂュチェンコは「ウランバートルの発音
は中国のモンゴル語のシリーンゴルオラーンチャブ方言の発音と同じだ。ウランバートルのことば
の発音は全モンゴルの標準語の規範でもある」とはっきり述べていた68。ところが，この方言が現在
は広義のチャハル方言の一部として分類されるようになっている69。実際，この方言はこの数十年間
標準音となったチャハル方言の影響を受け，また，チャハル人牧畜民たちの北への移住が増えるにつ
れて，ハルハ方言と共通であった歯音破擦音の［ ］，［ ］が硬口蓋の破擦音の［ ］，［ ］になりつつ
ある。これは，中ソ対立の結果，ウランバートルの影響が内モンゴルに及ばなくなった約30年間に
進行した現象でもあった。
1958年に，内モンゴルでのキリル文字導入が中止された後，この問題の焦点は新しく導入される
はずだった「漢語ピンイン方案」に基づくラテン文字の表記体系をつくるうえで基礎方言となる標準
音地域を決定することに移り，長く議論が続いた。その結果，1962年1月にフフホトで行なわれた
「内蒙古自治区民族語文和教育工作会議」で西部チャハル方言地域のショローンフフ（正藍）旗と
東部のバーリン右旗がモンゴル語標準音地帯に決定され，それがその後「モンゴル語の音声上の規範」
として，「モンゴル語文工作暫行条例」に掲載された70。だが，長年続いた議論の「折衷案」とも言
われたこの決定が「二つの標準設定」だとの批判を受けてきた。
その後，1979年9月に新疆ウイグル自治区ウルムチ市で行なわれた「八省，自治区蒙古語文工作
第三次専業会議」の結果，八省，自治区モンゴル語文工作協作グループ71による「モンゴル語基礎方
言，標準音の確定及びモンゴル語表音の試行に関する指示を伺う報告」（関於確定蒙古語基礎方言，標
準音和試行蒙古語音標的請示報告）が1980年3月31日に内モンゴル自治区政府によって「転発」され
る形で承認された72。ウルムチ会議でのこの「決定」が長年続いた議論の結果のまとめとしては，そ
の公表が時間的に「かなり無理があった」。これについて，当時作業グループのメンバーだったハス
エルデネ（中央民族大学）とナランバト（内モンゴル師範大学）が最近の会議で語っている73。それによ
れば，作業グループのメンバーは，ハスエルデネ（当時，内モンゴル師範学院），ナランバト（同），チ
ョイジンジャブ（内モンゴル大学），マンダフ（同），トゥルゲン（内モンゴル自治区社会科学院），ノル
ジン（同），ブフジャルガル（内モンゴルモンゴル語専科学校）であった。議論は結果発表日の朝方まで
続いたため，内モンゴル自治区共産党委員会宣伝部長のトゥグスに決断を迫られ，朝一番の会議で
「決定」が公表された。古い標準を堅持する内モンゴル大学のメンバーに対し，チャハル方言のみを
標準にしたいという他のメンバーとの意見の対立が議論の焦点であった。
ここで中国領内のモンゴル語を「西部方言」（新疆ウイグル自治区，青海省のモンゴル語），「東北部方
言」（フルンボイル盟のバルガ方言，ブリヤート方言），「中部方言」（フルンボイル盟を除く内モンゴル自治区
などの方言）という，従来のチンゲルタイなどの「三分類」法74が政府の承認事項として伝達され，
その後，中国におけるモンゴル語の標準語の問題と方言分類の問題が学界ではほぼ「既成事実」とな
り，標準語や「標準音」の問題及び方言分類問題に「挑戦」するものはほとんど見られなくなった。
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この「基礎方言標準音」の決定において，「中部方言」は「基礎方言」として，「文法と語彙の標準」
となり，ショローンフフ（正藍）旗に代表されるチャハルの発音が「標準音」として確定された。
ここで「チャハル」は「中部方言」の「土語」（下位方言，subdialect）として位置づけられている。
しかし，上述のように，内モンゴルの諸方言は一つの「方言」としてはまったく体系を成さないため，
「中部方言」を「文法と語彙の標準にする」ということは，つまり，内モンゴルではモンゴル語に文
法と語彙の「標準」を設けていないと言うのと同じことになる。それに，ショローンフフ（正藍）
旗に代表されるチャハルの発音も事実上修正点が多く，実体のない理想の「標準音」として構築され
ているため，実際にそれを学ぶことはそう容易ではなかった。
中国のモンゴル語「標準音」とモンゴル国語が混在する現状
2004年11月26日，内モンゴル自治区第10期人民代表大会第12回会議によって採択された「内
モンゴル自治区モンゴル言語文字工作条例」の「第三条」に，「各級の人民政府はモンゴル語の標準
音とモンゴル文字の標準書写法（標準写法）を推し進めるべきで，自治区は正藍旗に代表されるチャ
ハル下位方言（土語）をモンゴル語標準音とする」と定められている。「標準音」の推進は上記の経
緯によるものであるが，「標準写法」の推進がここに取り上げられたのは，この「条例」がある意味
で「中華人民共和国国家通用語言文字法」（2000年10月31日採択）の「内モンゴル版」であるからだ。
同「言語法」において「国家通用文字」に定められた「規範漢字」の使用は，台湾など中国本土以外
の繁体字の使用を制限するうえで中国の言語統制にとって重要であるが，内モンゴルにおけるモンゴ
ル語の「標準写法」の推進はとくに政治的意義をもたない。
このように，正藍旗に代表されるチャハル「下位方言」が内モンゴル自治区のモンゴル語標準音に
定められているが，内モンゴルの近代文化をリードするという意味において，モンゴル族の人口が約
3万の「牧区」（牧畜業地帯）である正藍旗はほとんど縁のない地域である。内モンゴルの方言分布は
上記の通りであるが，現在際立っている「大方言」を人口の多い順に並べれば，ホルチン方言，バー
リン方言，チャハル方言，「ハルハ方言」（後述）である。ハラチン方言とオルドス方言もある程度の
人口を抱えているが，ハラチン方言がホルチン方言に，オルドス方言がチャハル方言に同化しつつあ
るという傾向が観察される。しかし，この中で人口がもっとも少ない内モンゴルの「ハルハ方言」の
場合はどうであろう。
1990年代以降，モンゴル国との文化交流および人的交流が比較的に自由になるにつれて，モンゴ
ル国の首都ウランバートルから流行りだすモンゴル近代文化の象徴とも言える流行音楽や文学作品が
内モンゴルの若者たちを魅了し，モンゴル国のモンゴル語が内モンゴルのラジオ，テレビのことばに
も強い影響を与えるようになってきた。それにより，内モンゴルのラジオ，テレビのアナウンサーに
「内モンゴルのハルハ方言地帯」であるフルンボイルのシネバルガやアラシャン盟の出身者が増え
てきた。中ソ対立時代，これら「ハルハ方言地帯」は辺鄙で，立ち遅れた国境地帯としてのイメージ
が強く，その発音にステータスが認められなかった。
上記の方言分類でフルンボイルのバルガ方言は，「東北部方言」とされ，「中部方言」としての内モ
ンゴル諸方言とは隔たった存在になっているが，シネバルガがロシア人の侵入から逃れてバイカル
湖の近くを離れ，ハルハのツェツェンハンアイマグに移住したのは1630年以降のことで，そこ
からフルンボイルに移動したのは1734年だった。その約100年にわたるハルハでの生活により彼ら
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はハルハの影響を強く受けている75。そのため，実際，彼らのモンゴル語は上記「シリーンゴル方言」
にかなり近い。この「シリーンゴル方言」は日本では実際，「内モンゴルのハルハ方言」と分類され
ている76。
現在のアラシャン盟に属するアラシャン左旗，アラシャン右旗およびエズネー旗のモンゴル人は，
本来アラシャンがホショード人，エズネーがトルゴード人に大別され，いずれも西部のオイラドモ
ンゴルからの移住者であった。そのため，彼らのことばはオイラドモンゴル語に属するホショード
方言とトルゴード方言だった。しかし，1930年代初めを中心にモンゴル人民共和国の革命や宗教弾
圧から逃れ，多くのハルハモンゴル人が国境をわたって政治避難民としてやってきた
77。国境に近
いエズネー旗のばあいは，1930年代半ばころ，旗民が137世帯，660人だったのに対し，モンゴル人
民共和国からの政治避難民は80世帯，380人だった78。このように，もともと人口が少なかったオ
イラドモンゴル遊牧民の移住地に新たな「遊牧移民」が大量に流入したことにより，現在のアラシ
ャン盟ではホショード方言もトルゴード方言もほぼ姿を消し，アラシャン盟は基本的にハルハ方言地
帯になっていると言える。なぜ，先住牧畜民のことばが「政治避難民」のことばに同化してしまった
のか。内モンゴルでは現在なおタブーであるこの問題について，筆者はモンゴル人民共和国のモンゴ
ル語，つまり，「モンゴル国語の優越性」という視点から考察を試みている。
むすびに
第二次世界大戦終了後，内モンゴルがモンゴル人民共和国の文化的影響を受けることができたのは，
東西統合後の内モンゴルが目指した政治的目標と民族文化の近代化及び当時の内モンゴルを取り巻く
国際情勢がそれを可能にしたからだった。1950年代初期以降は「中ソ蜜月」時代が訪れたため，そ
の傘下で内モンゴルがモンゴル人民共和国の文化的影響をさらに受けやすくなり，その状態が1950
年代の末期まで続いた。その約10年間は内モンゴルにおける現代モンゴル語が目覚ましい発展を遂
げた時代でもあった。それにより，モンゴル語の術語体系が充実され，内モンゴル側のモンゴル語が
近代的民族語として自立する重要な一歩を踏み出した。それを象徴するのは1950年代に内モンゴル
に相次いで創立された大学でモンゴル語による講義ができたことである。それが人文系の分野にとど
まらず，理系の学部にも次第に拡大されてきたことはまさしく奇跡的なできごとだった。1950年代
にこのような奇跡的なことが生じたのは，中国の55の少数民族の中でも，中国と友好関係にある同
一民族の国家をもつモンゴル族と朝鮮族だけだった。それが民族の言語にとってどれほど重要である
かは，一国の少数民族はいうまでもなく，アジア，アフリカには自らの言語で教育など近代社会生活
が行なえない独立国家が数え切れないほどあることを考えればわかる。
しかし，1950年代後期以降，中国の政治運動がエスカレートしていくにつれて，「民族」として生
き残るために最大限に努力してきた内モンゴルの歴史上の政治志向が，「祖国」を裏切ったという重
い「罪」となり，国境を越えての同一民族の言語的統合の問題はそのまま政治問題化された。そのた
めに1950年代後期以降は，モンゴル語に漢語からの借用語を大量に導入することが主流となり，内
モンゴルにおけるモンゴル語の問題にモンゴル人民共和国のモンゴル語を関連付けることは避けなけ
ればならない重要な政治問題となったが，内モンゴルのモンゴル語が「モンゴル語」である以上，そ
れをモンゴル人民共和国のモンゴル語から完全に切り離して扱うのは不可能なことであった。
中ソ対立の時代がすでに終わり，国際化が進む現在，内モンゴルとモンゴル国のモンゴル人たちが
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学術や公務，ビジネスの場でほぼ障碍なく互いに「モンゴル語」でコミュニケーションできているの
は，第二次世界大戦の終戦から1950年代後期までに，内モンゴルが国語化されたモンゴル人民共和
国のモンゴル語を体系的に導入する努力をしたことと深い関係がある。その結果，内モンゴル自治区
をはじめとする中国側のモンゴル語の話し手たちは誰もが，多かれ少なかれ「モンゴル国語」の話し
手となった。中国が急激に経済力をつけてきた現在，内モンゴルではモンゴル語の将来について悲観
的に考える人が増えている。しかし，「国語」を手に入れた民族のことばは生命力がある。内モンゴ
ルにおけるモンゴル語の生命力を絶え間なく補強してくれるのはモンゴル国の「国語」である。これ
はもはや誰もが阻止できないグローバル化の流れである。
しかし一方では，21世紀において，モンゴル国の民主主義政治体制への大躍進と中国の社会主義
体制の堅持により，国境両側のモンゴル人の間には20世紀の社会主義制度による言語的統合とは逆
行する社会的意識や政治的価値観の違いが生じ，それがますます顕著になっている。そういう意味で，
両側のモンゴル人にとっては相互の社会体制と政治制度をどこまで理解できるかが，モンゴル語を共
通語としてコミュニケーションを行なううえでカギになりつつある。
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